
















　慶長 9 年（1604 年）

に築城の名手、藤堂高

虎によって建てられた

城で、大島石も多く使

われています。三重の

堀に海水を引き入れた

特徴のある造りになっ

ていて、海から堀へ直接船で入ることがで

き、海上交通の要所今治らしく海を最大限

に活用した特徴のある城でした。その後明

治維新を迎え今治城は取り壊しとなりました

が、石垣と内堀が残りました。現在の天守

閣は昭和 55 年（1980 年）に復元されたも

のです。

　大島は愛媛県瀬戸内の海に浮かぶ面

積 41.89km²、周囲約 50km の島です。

本州四国連絡道路の 1 つ、しまなみ海

道（西瀬戸自動車道）が通る島です。

大島と今治の間には早い潮流が渦巻くこ

とで有名な来島海峡があり古くから海の

難所でした。その厳しい海流が潮を読

む海運の技術を発達させ、水軍の活躍

や造船技術の発達を生みました。また、

この急瀬で育った天然の鯛をはじめとし

た魚介類は身がよく締まり絶品と言われ

ており、特に鯛をご飯と一緒に炊き込ん

だ〈鯛めし〉は鯛のダシがご飯に染み

こみ、地元や観光客にも人気の郷土料

理です。

海のロマン溢れる大島の歴史。

愛媛県

広島県

海の城「今治城」と藤堂高虎

　南北朝時代の昔、大島石の産地

である大島をはじめとした瀬戸内

海の制海権を握っていたのが村上

水軍です。1588 年（天正 16 年）

年に豊臣秀吉が海賊停止令を出す

までその勢力を保っていました。

最も隆盛な頃には、西は山口の下

関、東は香川の塩飽諸島とほぼ瀬

戸内海全域を制海していたという

のですから驚きです。村上水軍は

能島、来島、因島の「三島村上水軍」

から成り、総大将である村上武吉は若い頃より禅を学んであ

たようです。彼らの多くは曹洞宗や真言宗などを信仰すると

ともに、大山祇神社を氏神として仰いでいたようです。

　大山祇神社は愛媛県今治市大三島町にある神社で、祭神は

日本神話における女神、木花開耶姫（コノハナサクヤビメ）

の父、大山積神です。

山・海・戦の神として

歴代朝廷や武将から崇

められ、伊藤博文や山

本五十六らの参拝もあ

ります。境内には昭和

天皇の研究を展示した

海事博物館もあります。

大島近辺を拠点とした村上水軍

Map/GoogleMap

Map/GoogleMap

�G�a

藤堂高虎

鯛　飯

大山祇神社

来島海峡の急流
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急流観潮船で観光できます ㈱しまなみ TEL 0898-25-7338

http://www.imabari-shimanami.jp/



日本の景観に溶け込む大島石。

高級墓石

壁面・護岸などの工事

建造物

モニュメント 石像

ご用命、お問い合わせは
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